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　ななつ星in九州で知られる水
戸岡鋭治氏がデザインした新し
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が８月８日に始まりました。そ
の車体は、黒と金、唐草模様で
あしらわれ、優雅な鉄道旅を演
出しています。
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生活習慣病の正しい理解を！
　高血圧症、脂質異常症、糖尿病などが「生活習慣病」の
代表的なもの。がんも関連する病気の一つです。現在、死
亡原因の約６割が生活習慣病といわれています。日田市で
も生活習慣病で治療を受ける人が年々増加しています。
　生活習慣病は自覚症状がほとんどないため、自分では
なかなか気付くことができません。自覚症状が出たとき
には生活習慣病が進行してしまっていることが多く、あ
る日突然、脳梗塞や脳出血、狭心症や心筋梗塞などを引
き起こすこともあります。

生活習慣の振り返りを！
　「まあいいや」と思っていませんか？その生活が、
自らの寿命を縮めているかもしれません。
　生活習慣を振り返り、見直し、改善することで、
「生活習慣病の発症」や「重症化すること」を予防す
ることができます。
　いつまでも健康で過ごすために、あなたと周りの人
のために生活習慣を振り返り、生活習慣病を予防しま
しょう！

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内)

健診に行こう！健診に行こう！

他人事ではありません！
「自分の体は大丈夫」と思っていませんか？

生活習慣病について知る

どれくらいアルコールを飲んでますか？　夕食後、間食をしていませんか？　運動していますか？

◀日田市特定健診受診者の生活
習慣について、県と比較した
ものです。日田市は、食習
慣・運動習慣について改善す
る必要があります。

日頃から予防する
栄養・食生活
　バランスのとれた適切な量と質の食事を１日３食規則
正しく食べるこが健康的なからだの土台となります。
また、自分の適正体重を把握することが大切です。

　生活習慣を見直し、現在、運動に取り組んでいる
　　　　　　坂本慶至さん（田島１丁目）に秘訣を聞いてみました！

定期的に振り返る
生活習慣病の「発症予防」と「重症化予防」のために　

まだ間に合う！とにかく受けよう！健康診査！
【料金】
■日田市特定健診（日田市国保加入者）無料　■後期高齢者特定健診　無料　■39歳以下　1,000円

【健康診査の内容】
■問診・血圧測定 ■身体測定 ■血液検査 ■保健相談

■尿検査
■腹囲測定
■医師による診察

　がん検診を受けよう！

健診は受けて終わりではありません。
結果から体の状態を確認し、生活習慣の改善に取り組むための「手段」です！

安心を手に入れるために　

日田市では、健康診査とがん検診を同じ日に受けることができます。

【市が実施するがん検診】70歳以上は無料です。
　■胃がん（バリウム検査）　　　８００円
　■肺がん（レントゲン検査）　　２００円
　■大腸がん（便採取検査）　　　３２０円
　■子宮頸がん（細胞診）※20歳～７００円
　■乳がん（超音波検査）※30歳～５６０円
　■乳がん（マンモグラフィ）※40～49歳の偶数年齢　９００円　
　■乳がん（マンモグラフィ）※50～69歳の偶数年齢　７００円

早期発見・早期治療のために、
年に１度は必ず受診しましょう！
まだまだ、やりたいことがたくさんあるはず。

　平成25年の日田市における死亡者の約３割
（276人）が、がんで亡くなっています。
　
【平成26年度市の検診によるがん発見者数】
　胃がん　４人　　肺がん１人　
　大腸がん５人　　乳がん３人

私たちは、あなたの健康づくりをサポートします！
いつでも　お気軽に　ご相談ください。

Ｑ. 運動を始めたきっかけは何ですか？
　市のステップ運動教室の案内が届き、「動かないとい
けない。健康で過ごしたい」と思い、教室に申し込んだ
ことです。
Ｑ. 運動を始めて、どんな効果がありましたか？
　体重が５㎏、腹囲が５㎝減りました！体の変化だけでな
く意識も変わり、機会があれば動くようになりました。友
達と登山やウォーキングも楽しめています！

Ｑ. 運動を継続する秘訣はズバリ！
　万歩計や日記をつけて日々の頑
張りや変化を目で確認できるよう
にしています。一緒に取り組む仲
間がいることやその環境があるこ
とも、秘訣だと感じています。
Ｑ. 最後に、一言！
　いつまでも自分の足で動ける人生にしたいと思います。
みなさんも健康で自分の楽しみができるように、ニコ
ニコペースの運動から始めてみませんか？

飲酒　週に２日休肝日をもうけ、楽しく飲みましょう。
運動　今より10分多く、毎日からだを動かしてみま　
　　せんか？

－普段の生活習慣で、生活習慣病を寄せ付けない！－
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運動習慣

食習慣食べる速度が速い
週３回以上夕食後に間食をする

１回３０分以上の運動習慣なし
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平成27年10月からマイナンバー制度が始まります。

広報キャラクター
「マイナちゃん」

マイナンバーの通知カードって何？マイナンバーの通知カードって何？

教えて！マイナちゃん 連載　その３

　通知カードは、一人ひとりのマイナンバー（個人番
号）をお知らせするカードで、住民票を有する全ての人
に届けられるものだよ。
　12桁のマイナンバーが記載されているよ。

通知カードとは

検索

※カードサイズで素材は紙です。
通知カードの届く時期と発送方法

　通知カードは、10月中旬以降（予定）に郵便で届くんだ。
　届くところは、みんなの住民票に記録されている住所で、簡易書留郵便（受取りのサインが必要で、転送さ
れない郵便）で届くよ。
　世帯単位で届くから、家族のどなたかが住んでいれば、家族みんなの分を受け取ることができるよ。

通知カードの使い方

　通知カードは、こんな場面で必要になるんだよ。
■個人番号カード（※１）の交付申請や受取りのとき
■マイナンバーの確認や申請書への記載を求められたとき
　就職・転職（パートやアルバイトを含む）、出産育児、病気、年金受給等の手続きで必要だよ。

※１　個人番号カードは、
平成28年１月から交付される
顔写真入りのカードだよ。

市民の皆様へ重要なお願い

■マイナンバーは、これからいろんな場面で使うことになるから、通知カード
を無くしたり捨てたりしないよう、大切に保管してほしいんだ。

■通知カードをみんなのところに必ず届けたいから、住民票の住所に家族がど
なたも住んでいない人は、住民票の異動手続きを早めにしてほしいんだ。
　郵便の転送を設定している人も注意してね。

東日本大震災による被災者、
ＤＶ・ストーカー行為・児童虐待等の被害者の人、

長期の入院・入所が見込まれる人へのお知らせ

住民票の異動をご検討ください

　上記の人のうち、住民票の住所にお住まいでない
人は、通知カードがお手元に届かない可能性があ
りますので、10月２日までに、住所の異動をご検
討ください。

　下記に該当する人で、やむを得ない理由により住
民票を異動できない場合、実際に住んでいるとこ
ろ（居所）の登録手続きを行うことで、居所で通
知カードを受け取ることもできます。

住民票を異動せずに通知カードを
　　　　　　受け取ることもできます

■東日本大震災により被災し、住所地以外の場
所へ避難している人

■ＤＶ、ストーカー行為、児童虐待等の被害者
で、住所地以外の場所に居住している人

■医療機関、福祉施設に入院・入所しており、
通知カードが送付される10月中旬～11月末
頃までの間を超える入院・入所が見込まれる
人で、住所地に誰も居住していない人

■上記以外の人で、やむを得ない理由により住
所地において通知カードの送付を受けること
ができない人

居所（住民票の住所以外で実際に
　　　住んでいるところ）の登録方法

①「通知カードの送付先に係る居所情報登録申請書」
に必要事項を記入してください。
　申請書は、お近くの市区町村、総務省ホームペ
ージ、市ホームページなどで入手できます。
②９月25日㈮（必着）までに、申請書と必
要書類を住民票のある市区町村に郵送してくださ
い。

※住民票のある市区町村役場の窓口に直接出向いて居所
登録を行うこともできます。

※市ホームページにも詳細を掲載しています。

居所として登録できる場所は、
ご本人が実際に住んでいるところになります。

ご家族の住所は登録できませんので、
ご注意ください。

通知カードに関する

次号は個人番号カードについてのお知らせだよ

■居所の登録については、下記へお問い合わせください。
■マイナンバーについて、もっと詳しく知りたい！という団体や事業所には、
　職員が出向いて説明会を行うこともできますので、下記までお問い合わせください。

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

日田市マイナンバーお問い合わせダイヤル☎㉒８３０３
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市政情報ピックアップ

●第69回日田市文教祭

９月開催行事
【文化団体行事】
第11回日田市美術展
　日本画、洋画、彫刻、工芸、写真、書の展示を行いま
す。なお、表彰式は、９月21日午後２時30分から小ホ
ールで行います。
▶とき　　９月17日㈭～21日㈷　午前10時～午後６時
※最終日は午後４時まで。
▶ところ　パトリア日田　ギャラリー、スタジオ１
生活文化展
　華道、茶道を行います。
▶とき　　９月26日㈯・27日㈰
　　華道　午前10時～午後５時（27日は午後４時まで)
　　茶道　午前10時～午後３時
▶ところ　パトリア日田　ギャラリー

10月開催行事
【特別行事】
第51回大分県美術展（日・洋・彫・工）巡回展
▶とき　　10月13日㈫～18日㈰　午前10時～午後６時
※最終日は午後3時まで。
▶ところ　パトリア日田　ギャラリー
【文化団体行事】
民謡邦楽の秋宴
▶とき　　10月18日㈰　正午開演（開場午前11時）
▶ところ　パトリア日田　大ホール
【学校行事】
日田市小中学校読書感想画展
▶とき　　10月23日㈮～26日㈪　午前９時～午後５時
※最終日は午後３時まで。
▶ところ　パトリア日田　ギャラリー
日田市小中学校書写展
▶とき　　10月23日㈮～26日㈪　午前９時～午後10時
※最終日は午後３時30分まで。
▶ところ　パトリア日田　ガレリア
【文化団体行事】
第21回市民音楽祭
　合唱、器楽の発表、新人演奏会を行います。
▶とき　　10月25日㈰　
　　　　　午後１時開演（開場午後０時30分）
▶ところ　パトリア日田　大ホール
▶入場料　大人５００円、高校生以下３００円
【特別行事】
第51回大分県美術展（写真）巡回展
▶とき　　10月28日㈬～11月１日㈰
　　　　　午前９時30分～午後５時　
※最終日は午後３時まで。
▶ところ　パトリア日田　ギャラリー

問企画課文化振興係☎㉒８４４５（市役所６階）

●「おおいた子育てほっとクーポン」を交付します

問こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

第１講
第２講
第３講
第４講
第５講
第６講

開講式　別府大学講師の講演
フィールドワーク　福岡市博物館見学
別府大学講師の講演
別府大学講師の講演
体験学習
別府大学講師の講演　閉講式

とき 内容講座

●平成27年度日田市戦没者追悼式

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１

　今年で69回目を迎える文教祭は、発表や鑑賞の機会を
市民の皆さんに提供し、文化の振興を図るため、毎年９
月から11月にかけて開催しています。

　今年は、市内の団体が活動の成果を発表する「文化団
体行事」、市内の小・中学生が応募した作品を展示する
「学校行事」、さらに「特別行事」として大分県美術展
巡回展を開催をします。

▶とき　　10月２日㈮
　　　　　午前10時～11時30分
▶ところ　パトリア日田　大ホール
※駐車場は、パトリア日田専用駐車場、市営駅北第２駐車場をご利用ください。

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

　市では、子育て家庭の経済的負担を軽減し、子育て支援サービスの利用を促進するため、就学前の子供がいる家庭を対
象に、10月から各種子育てサービスに使用できる「おおいた子育てほっとクーポン」を交付します。

【クーポンの種類】　
　今年度は２種類のクーポンを交付します。
おおいた子育てほっとクーポン・プラス＋
▶対象　平成21年４月２日～平成27年３月31日までに生

　　　まれた子供がいる家庭
▶有効期限　平成30年３月31日
おおいた子育てほっとクーポン
▶対象　平成27年４月１日以降に生まれた子供がいる家庭
▶有効期限　満３歳の誕生日の前日まで

【クーポンの金額】
　対象の子供１人につき、１万円分(５００円×20枚)
※つり銭は出ませんので、端数は現金でお支払いください。

【手続き】
　上記の対象者には、クーポン交付申請書を9月上旬に郵
送します。
　必要事項をご記入の上、同封の返信用封筒にて郵送又
は、こども未来室の窓口に提出してください。後日クー
ポンを郵送します。
※対象者で申請書が届かない場合は、右記にお問い合わせくだ

さい。

【クーポンを使用できるサービス】

※クーポンは、10月１日から使用できます。
※使用できる施設や医療機関、使用方法などについては、クー

ポン発送時にお知らせします。

保育・育児支援
サービス

認定こども園や保育園での一時預かり
病後児保育※病気の回復期の子供の預かり
ファミリー・サポート・センター会員間での援助活動
インフルエンザの予防接種
フッ化物塗布（保険外診療）保健サービス

▶ピンク色の表紙
　おおいた子育てほっと
　クーポン・プラス+

▶青色の表紙
　おおいた子育てほっと
　クーポン

●平成27年度別府大学日田歴史文化講座
　別府大学では、日田市民を対象に日田歴史文化講座を毎年開催しています。
　今年度は下記の日程(全６回講座)で開催します。

▶時間　　午後１時30分から　※第２講を除く。
▶ところ　別府大学日田歴史文化研究センター　
※第２・５講を除く。
▶受講料　1,000円（全講座の資料代・高校生以下は無料）
※第２講については参加人数に応じて、別途交通費を徴収します。
▶募集数　50人（先着順）

▶募集期間　　９月１日から（随時、途中参加も可能）
　住所、氏名、年齢、連絡先を記入の上、電話、ファッ

クス、はがきのいずれかでお申し込みください。
▶申込先　〒８７７-００２５　
　　　　　日田市田島２丁目２２８-５
　　　　　別府大学日田歴史文化研究センター
　　　　　☎㉓７３４４　 ㉓７３４６
　　　　　携帯電話０９０-９５７８-３７７２（園田）

９月27日㈰
10月４日㈰
10月11日㈰
10月25日㈰
11月７日㈯
11月22日㈰
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くらしの情報次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈫に発送します。
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ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
許
可
申
請
の
必
要
性
の
有
無
は
、
事
前

に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

　
労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
無
料
相
談
を

行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
10
日
㈭
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル
１
階
研
修
室

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
０
４
０

下
水
道
へ
の
接
続
を

　　
下
水
道
は
地
域
の
水
質
を
守
り
、
私
た

ち
の
安
全
・
快
適
で
健
康
的
な
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
内
で
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
一
日
も
早

い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
田
市
の
下
水
道
普
及
率
・
水
洗
化
率

　
平
成
27
年
３
月
末
現
在
の
下
水
道
普
及

率
は
70
・
５
％
、
水
洗
化
率
は
、
90
・
８

％
で
す
。
（
農
業
集
落
排
水
を
含
む
）

問
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

の
び
の
び
発
達
相
談

　　
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
医
師
、

言
語
聴
覚
士
等
の
専
門
職
の
相
談
員
が
子

供
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
18
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方
に

関
す
る
相
談
な
ど

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭
（
要
予
約
）

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

第
35
回
日
田
市
技
能
大
会

■
と
き
　
９
月
13
日
㈰

　
開
会
式
　
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

■
競
技
部
門
　
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左

官
、
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
実
演
　
板
金
、
表
具
、
左
官

■
展
示
　
建
具
、
塗
装
、
造
園
、
表
具
、
畳

※
先
着
30
人
に
包
丁
研
ぎ
の
実
演
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
包
丁
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
（
一
人
一
本
ま
で
）

問
日
田
市
技
能
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

日
田
市
交
通
安
全
大
会

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
重
要
性
を
認

識
し
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
19
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

問
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

市
内
循
環
バ
ス
に

　
　
　
　
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
と
き

　
９
月
23
日
㈷
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
内

■
内
容
　
市
内
循
環
バ
ス
１
回
無
料
乗
車

体
験
、
バ
ス
の
無
料
相
談
会
な
ど

※
先
着
３
０
０
人
に
、
無
料
乗
車
券
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
参
加
費
及
び
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等
を

利
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

　
　
　
施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

■
補
助
対
象
　
市
内
在
住
で
、
産
直
野
菜

を
出
荷
す
る
農
家

■
補
助
内
容
　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０

０
㎡
）
、
潅
水
施
設
、
管
理
機
の
導
入

に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
　
資
材
購
入
費
の
３
分
の

２
以
内
（
上
限
額
有
り
）

・
潅
水
施
設
　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額
有
り
）

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
額
有
り
）

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併

せ
て
の
補
助
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ヒ
タ
モ
ノ
つ
く
り

第
４
回
ビ
ジ
ネ
ス
合
コ
ン
参
加
者
募
集

■
と
き
　
９
月
27
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ
イ
ン

■
参
加
資
格
　
市
内
で
就
職
、
転
職
を
考

え
て
い
る
人
（
学
生
は
除
き
ま
す
）

■
申
込
方
法
　
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
連

絡
先
を
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

　
☎
㉒
３
５
６
７ 

㉒
１
１
３
６

　

info@
hitam

ono.jp

　

平
成
27
年
度
自
衛
官
等
募
集

■
対
象
　
高
校
卒
業
者
（
見
込
み
を
含

む
）
で
21
歳
未
満
の
人

■
試
験
日
・
会
場

・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日
㈰

　
北
九
州
予
備
校
大
分
校

・
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
科
学
生

　
10
月
17
日
㈯
　
大
分
県
中
小
企
業
会
館

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前
期
）

　
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
　
大
分
大
学

■
受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈯
〜
30
日
㈬

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座

■
と
き
　
10
月
２
日
㈮
〜
11
月
13
日
㈮
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
計
18
回
　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
商
工
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
を
持
ち

た
い
人
、
資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
し
た

い
人

■
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
日
田
商
工
会
議
所
・
日
田
青
色
申
告
会

連
合
会
☎
㉒
３
１
８
４
　

住
宅
改
造
助
成
を
行
い
ま
す

　
住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
高
齢

者
が
住
ん
で
い
る
住
宅
を
、
高
齢
者
に
適

す
る
よ
う
に
整
備
す
る
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
、
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事
　
玄
関
、
浴
室
、
便

所
、
廊
下
、
台
所
、
段
差
解
消
等

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
は
40
万
円
。
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険
の
住
宅

改
修
を
含
む
）

■
申
込
期
限
　
９
月
16
日
㈬

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
者
募
集

■
と
き
　
10
月
2
日
㈮
〜
12
月
28
日
㈪
の
38

日
間
（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）
午

後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
町
一
丁
目
）
他

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
8
2
6
4
（
市
役
所
１
階
）

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人
で
西

部
振
興
局
管
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
対

象
で
す
。

■
種
別
　

　
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
１
・
２
種
銃
猟

■
試
験
日

①
第
１
・
２
種
銃
猟
　
10
月
10
日
㈯

②
網
猟
・
わ
な
猟
　
　
10
月
11
日
㈰

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

■
試
験
会
場
　
大
分
県
庁
本
館
正
庁
ホ
ー
ル

■
手
数
料
　
５
２
０
０
円
（
既
に
狩
猟
免

許
を
お
持
ち
で
、
他
の
狩
猟
免
許
を
受

験
す
る
人
は
３
９
０
０
円
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
９
月
17
日
㈭
〜
30
日
㈬

問
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

　
職
員
採
用
候
補
者
選
定
試
験

■
採
用
職
種
・
採
用
予
定
数

　
消
防
職
員
　
若
干
名
（
救
急
救
命
士
含
む
）

■
受
験
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
、
又
は
救
急
救
命
士
の
資
格

を
有
す
る
人
で
、
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人 

ほ
か

■
第
１
次
試
験
日
　
10
月
24
日
㈯

※
受
験
申
込
書
は
、
日
田
消
防
署
、
市
役
所
１

階
３
日
以
内
窓
口
及
び
市
役
所
４
階
総
務

課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
10
月
２
日
㈮
　

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.b-net.kcv.jp/~

　hita-fd/
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

　
☎
㉔
２
２
０
４

平
成
27
年
度
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

　
大
分
県
職
員
採
用
選
考
試
験

■
第
一
次
選
考
試
験
日
　
10
月
18
日
㈰

■
募
集
人
員
　

　
一
般
事
務
２
人
・
教
育
事
務
１
人

■
受
付
期
間
　
９
月
18
日
㈮
ま
で

■
応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
、
自
力
に
よ
り
通
勤

が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
職
務

の
遂
行
が
可
能
な
人 

ほ
か

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

試
験
・
審
査
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
ひ
た
８
月
15
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
11
ペ
ー
ジ
「
９
月
の
日
曜
・
休
日
当
番

医
（
歯
科
）
」
の
６
日
の
当
番
医
・
住

所
・
電
話
番
号

誤
　
お
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
財
津
町
）

　
　
☎
㉒
６
１
１
８

正
　
ま
た
け
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新
治
町
）

　
　
☎
㉘
７
６
８
８

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き
　
11
月
22
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類
　

　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）
・
丙
種

■
受
付
期
間
　

・
電
子
申
請
　
９
月
21
日
㈷
〜
10
月
５
日
㈪

・
書
面
申
請
　
９
月
24
日
㈭
〜
10
月
８
日
㈭

※
願
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

■
と
き
　

　
10
月
20
日
㈫
（
法
令
）

　
10
月
27
日
㈫
（
物
理
化
学
）

※
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
。

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
受
付
期
間
　
講
習
日
の
一
週
間
前
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
消
防
署
危
険
物
係

　
☎
㉒
２
２
０
４

在
宅
管
理
栄
養
士
募
集

　
現
在
仕
事
を
し
て
い
な
い
管
理
栄
養
士

の
皆
さ
ん
、
地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
栄
養
指
導
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
11
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
大
分
商
工
会
議
所

□
参
加
費
　
無
料

問
大
分
県
栄
養
士
会
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
９
７
‐
５
５
６
‐
８
８
８
４
　
　

　
お
年
寄
り
の
住
ま
い
を

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
工
事
で
改
善

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用
　
申
込
者
が
材
料
費
実
費
程

度
を
負
担

※
な
お
、
支
払
が
可
能
な
人
に
は
人
件
費
を
半
額

程
度
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈬

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

実
施
期
間
は
打
合
せ
の
上
、
９
月
か
ら
10
月

の
間
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
事
務
局
☎
㉔
９
２
８
８

道
路
交
通
調
査
ご
協
力
の
お
願
い

　
９
月
か
ら
全
国
一
斉
に
「
Ｈ
27
道
路
交

通
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
調
査
対
象
車
両

の
所
有
者
に
お
願
い
は
が
き
を
送
付
し
、

そ
の
後
、
本
調
査
票
を
送
付
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

問
九
州
地
方
整
備
局
大
分
河
川
国
道
事
務
所

　
☎
０
９
７‐

５
４
４‐

４
１
６
７

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅 

お
手
紙
募
集

　
市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
応
募
期
限
　
10
月
５
日
㈪
必
着

□
応
募
内
容
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風
景

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

□
応
募
方
法
　
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w

.nhk.

　or.jp/kokorotabi/

）
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
〒
１
５
０‐

８
０
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　
☎
０
５
７
０‐

０
６
６‐

０
６
６

　
　
０
３‐

３
４
６
５‐

１
３
２
７

くらしの情報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

命を貴ぶ「責任」   

　「いじめ」を原因とした悲しい事件が後を
絶ちません。そして、その「いじめ」のほと
んどが学校現場で起きています。「いじめ」
をなくすことは不可能なのでしょうか。
 2013年、ユニセフなどが行った「先進国に
おける子どもの幸福度調査」によると、日本
は「いじめ」の割合などを示す「日常生活上
のリスクの低さ」で１位。しかし、「実際に
学校でいじめられた経験の割合」が、30カ国
中12位となっていることは、穏やかな風土の
中で、じわじわと「いじめ」が繰り返されて
いる現状を示しています。
　「いじめ」は文部科学省、都立教育研究
所、警視庁がそれぞれ「定義」を明確にして
います。自殺に追い込んでしまうような事例
も定義に沿って判定が行われます。
　1994年、愛知県で「いじめ」を苦に命を絶
った生徒の父親は、「定義や判定が重要では
ない。人を傷つけ疎外する行為そのものが問
題のはずだ」と語っています。判定にこだわ
り過ぎる傾向は、「いじめ」を認めたくない
胸の内を表しているような気がします。
　学校現場で「いじめ」による事件が起きる
と、マスコミなどが学校の対応に疑問を投げ
かけます。「いじめ」の感知や担任の言動に
視点が注がれ、加害児童の責任がぼかされて
しまう風潮は長く変わっていません。さら
に、第三者の「いじめられる側にも責任があ
る」などの、自己の見解だけによる無責任な
発言には、差別を助長する心理状態が重なっ
て見えます。
　「成長過程の子どもの多様複雑な人間関係
や家庭を含む社会環境に起因する」と片付け
られてしまいがちな「いじめ」。しかし、心
身に大きな苦痛を与え、場合によっては命の
存亡に影響するような行為は、恐喝や暴行に
匹敵し、一生涯にわたり責任を負う愚行であ
ることをしっかりと胸に刻ませる導きが必要
なのかもしれません。
【問合せ】人権啓発センター
　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）　
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くらしの情報次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈫に発送します。

講
習
・
試
験

屋
外
広
告
物
設
置
の

　
　
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
日
田
市
内
で
屋
外
に
広
告
物
を
設
置
す

る
場
合
は
、
大
分
県
屋
外
広
告
物
条
例
に

基
づ
き
、
許
可
が
必
要
で
す
。

　
広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
濫
す
れ
ば
、
良

好
な
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
落

下
、
倒
壊
に
よ
る
危
険
や
交
通
安
全
上
の

問
題
も
発
生
し
ま
す
。

　
安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
許
可
申
請
の
必
要
性
の
有
無
は
、
事
前

に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

　
労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
無
料
相
談
を

行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
10
日
㈭
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル
１
階
研
修
室

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
０
４
０

下
水
道
へ
の
接
続
を

　　
下
水
道
は
地
域
の
水
質
を
守
り
、
私
た

ち
の
安
全
・
快
適
で
健
康
的
な
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
内
で
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
一
日
も
早

い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
田
市
の
下
水
道
普
及
率
・
水
洗
化
率

　
平
成
27
年
３
月
末
現
在
の
下
水
道
普
及

率
は
70
・
５
％
、
水
洗
化
率
は
、
90
・
８

％
で
す
。
（
農
業
集
落
排
水
を
含
む
）

問
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

の
び
の
び
発
達
相
談

　　
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
医
師
、

言
語
聴
覚
士
等
の
専
門
職
の
相
談
員
が
子

供
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
18
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方
に

関
す
る
相
談
な
ど

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭
（
要
予
約
）

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

第
35
回
日
田
市
技
能
大
会

■
と
き
　
９
月
13
日
㈰

　
開
会
式
　
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

■
競
技
部
門
　
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左

官
、
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
実
演
　
板
金
、
表
具
、
左
官

■
展
示
　
建
具
、
塗
装
、
造
園
、
表
具
、
畳

※
先
着
30
人
に
包
丁
研
ぎ
の
実
演
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
包
丁
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
（
一
人
一
本
ま
で
）

問
日
田
市
技
能
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

日
田
市
交
通
安
全
大
会

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
重
要
性
を
認

識
し
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
19
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

問
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

市
内
循
環
バ
ス
に

　
　
　
　
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
と
き

　
９
月
23
日
㈷
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
内

■
内
容
　
市
内
循
環
バ
ス
１
回
無
料
乗
車

体
験
、
バ
ス
の
無
料
相
談
会
な
ど

※
先
着
３
０
０
人
に
、
無
料
乗
車
券
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
参
加
費
及
び
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等
を

利
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

　
　
　
施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

■
補
助
対
象
　
市
内
在
住
で
、
産
直
野
菜

を
出
荷
す
る
農
家

■
補
助
内
容
　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０

０
㎡
）
、
潅
水
施
設
、
管
理
機
の
導
入

に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
　
資
材
購
入
費
の
３
分
の

２
以
内
（
上
限
額
有
り
）

・
潅
水
施
設
　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額
有
り
）

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
額
有
り
）

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併

せ
て
の
補
助
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ヒ
タ
モ
ノ
つ
く
り

第
４
回
ビ
ジ
ネ
ス
合
コ
ン
参
加
者
募
集

■
と
き
　
９
月
27
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ
イ
ン

■
参
加
資
格
　
市
内
で
就
職
、
転
職
を
考

え
て
い
る
人
（
学
生
は
除
き
ま
す
）

■
申
込
方
法
　
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
連

絡
先
を
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

　
☎
㉒
３
５
６
７ 

㉒
１
１
３
６

　

info@
hitam

ono.jp

　

平
成
27
年
度
自
衛
官
等
募
集

■
対
象
　
高
校
卒
業
者
（
見
込
み
を
含

む
）
で
21
歳
未
満
の
人

■
試
験
日
・
会
場

・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日
㈰

　
北
九
州
予
備
校
大
分
校

・
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
科
学
生

　
10
月
17
日
㈯
　
大
分
県
中
小
企
業
会
館

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前
期
）

　
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
　
大
分
大
学

■
受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈯
〜
30
日
㈬

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座

■
と
き
　
10
月
２
日
㈮
〜
11
月
13
日
㈮
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
計
18
回
　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
商
工
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
を
持
ち

た
い
人
、
資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
し
た

い
人

■
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
日
田
商
工
会
議
所
・
日
田
青
色
申
告
会

連
合
会
☎
㉒
３
１
８
４
　

住
宅
改
造
助
成
を
行
い
ま
す

　
住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
高
齢

者
が
住
ん
で
い
る
住
宅
を
、
高
齢
者
に
適

す
る
よ
う
に
整
備
す
る
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
、
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事
　
玄
関
、
浴
室
、
便

所
、
廊
下
、
台
所
、
段
差
解
消
等

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
は
40
万
円
。
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険
の
住
宅

改
修
を
含
む
）

■
申
込
期
限
　
９
月
16
日
㈬

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
者
募
集

■
と
き
　
10
月
2
日
㈮
〜
12
月
28
日
㈪
の
38

日
間
（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）
午

後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
町
一
丁
目
）
他

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
8
2
6
4
（
市
役
所
１
階
）

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人
で
西

部
振
興
局
管
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
対

象
で
す
。

■
種
別
　

　
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
１
・
２
種
銃
猟

■
試
験
日

①
第
１
・
２
種
銃
猟
　
10
月
10
日
㈯

②
網
猟
・
わ
な
猟
　
　
10
月
11
日
㈰

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

■
試
験
会
場
　
大
分
県
庁
本
館
正
庁
ホ
ー
ル

■
手
数
料
　
５
２
０
０
円
（
既
に
狩
猟
免

許
を
お
持
ち
で
、
他
の
狩
猟
免
許
を
受

験
す
る
人
は
３
９
０
０
円
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
９
月
17
日
㈭
〜
30
日
㈬

問
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

　
職
員
採
用
候
補
者
選
定
試
験

■
採
用
職
種
・
採
用
予
定
数

　
消
防
職
員
　
若
干
名
（
救
急
救
命
士
含
む
）

■
受
験
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
、
又
は
救
急
救
命
士
の
資
格

を
有
す
る
人
で
、
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人 

ほ
か

■
第
１
次
試
験
日
　
10
月
24
日
㈯

※
受
験
申
込
書
は
、
日
田
消
防
署
、
市
役
所
１

階
３
日
以
内
窓
口
及
び
市
役
所
４
階
総
務

課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
10
月
２
日
㈮
　

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.b-net.kcv.jp/~

　hita-fd/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

　
☎
㉔
２
２
０
４

平
成
27
年
度
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

　
大
分
県
職
員
採
用
選
考
試
験

■
第
一
次
選
考
試
験
日
　
10
月
18
日
㈰

■
募
集
人
員
　

　
一
般
事
務
２
人
・
教
育
事
務
１
人

■
受
付
期
間
　
９
月
18
日
㈮
ま
で

■
応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
、
自
力
に
よ
り
通
勤

が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
職
務

の
遂
行
が
可
能
な
人 

ほ
か

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

試
験
・
審
査
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
ひ
た
８
月
15
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
11
ペ
ー
ジ
「
９
月
の
日
曜
・
休
日
当
番

医
（
歯
科
）
」
の
６
日
の
当
番
医
・
住

所
・
電
話
番
号

誤
　
お
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
財
津
町
）

　
　
☎
㉒
６
１
１
８

正
　
ま
た
け
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新
治
町
）

　
　
☎
㉘
７
６
８
８

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き
　
11
月
22
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類
　

　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）
・
丙
種

■
受
付
期
間
　

・
電
子
申
請
　
９
月
21
日
㈷
〜
10
月
５
日
㈪

・
書
面
申
請
　
９
月
24
日
㈭
〜
10
月
８
日
㈭

※
願
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

■
と
き
　

　
10
月
20
日
㈫
（
法
令
）

　
10
月
27
日
㈫
（
物
理
化
学
）

※
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
。

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
受
付
期
間
　
講
習
日
の
一
週
間
前
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
消
防
署
危
険
物
係

　
☎
㉒
２
２
０
４

在
宅
管
理
栄
養
士
募
集

　
現
在
仕
事
を
し
て
い
な
い
管
理
栄
養
士

の
皆
さ
ん
、
地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
栄
養
指
導
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
11
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
大
分
商
工
会
議
所

□
参
加
費
　
無
料

問
大
分
県
栄
養
士
会
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
９
７
‐
５
５
６
‐
８
８
８
４
　
　

　
お
年
寄
り
の
住
ま
い
を

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
工
事
で
改
善

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用
　
申
込
者
が
材
料
費
実
費
程

度
を
負
担

※
な
お
、
支
払
が
可
能
な
人
に
は
人
件
費
を
半
額

程
度
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈬

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

実
施
期
間
は
打
合
せ
の
上
、
９
月
か
ら
10
月

の
間
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
事
務
局
☎
㉔
９
２
８
８

道
路
交
通
調
査
ご
協
力
の
お
願
い

　
９
月
か
ら
全
国
一
斉
に
「
Ｈ
27
道
路
交

通
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
調
査
対
象
車
両

の
所
有
者
に
お
願
い
は
が
き
を
送
付
し
、

そ
の
後
、
本
調
査
票
を
送
付
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

問
九
州
地
方
整
備
局
大
分
河
川
国
道
事
務
所

　
☎
０
９
７‐

５
４
４‐

４
１
６
７

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅 

お
手
紙
募
集

　
市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
応
募
期
限
　
10
月
５
日
㈪
必
着

□
応
募
内
容
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風
景

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

□
応
募
方
法
　
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w

.nhk.

　or.jp/kokorotabi/

）
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
〒
１
５
０‐

８
０
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　
☎
０
５
７
０‐

０
６
６‐

０
６
６

　
　
０
３‐

３
４
６
５‐

１
３
２
７

くらしの情報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

命を貴ぶ「責任」   

　「いじめ」を原因とした悲しい事件が後を
絶ちません。そして、その「いじめ」のほと
んどが学校現場で起きています。「いじめ」
をなくすことは不可能なのでしょうか。
 2013年、ユニセフなどが行った「先進国に
おける子どもの幸福度調査」によると、日本
は「いじめ」の割合などを示す「日常生活上
のリスクの低さ」で１位。しかし、「実際に
学校でいじめられた経験の割合」が、30カ国
中12位となっていることは、穏やかな風土の
中で、じわじわと「いじめ」が繰り返されて
いる現状を示しています。
　「いじめ」は文部科学省、都立教育研究
所、警視庁がそれぞれ「定義」を明確にして
います。自殺に追い込んでしまうような事例
も定義に沿って判定が行われます。
　1994年、愛知県で「いじめ」を苦に命を絶
った生徒の父親は、「定義や判定が重要では
ない。人を傷つけ疎外する行為そのものが問
題のはずだ」と語っています。判定にこだわ
り過ぎる傾向は、「いじめ」を認めたくない
胸の内を表しているような気がします。
　学校現場で「いじめ」による事件が起きる
と、マスコミなどが学校の対応に疑問を投げ
かけます。「いじめ」の感知や担任の言動に
視点が注がれ、加害児童の責任がぼかされて
しまう風潮は長く変わっていません。さら
に、第三者の「いじめられる側にも責任があ
る」などの、自己の見解だけによる無責任な
発言には、差別を助長する心理状態が重なっ
て見えます。
　「成長過程の子どもの多様複雑な人間関係
や家庭を含む社会環境に起因する」と片付け
られてしまいがちな「いじめ」。しかし、心
身に大きな苦痛を与え、場合によっては命の
存亡に影響するような行為は、恐喝や暴行に
匹敵し、一生涯にわたり責任を負う愚行であ
ることをしっかりと胸に刻ませる導きが必要
なのかもしれません。
【問合せ】人権啓発センター
　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）　

次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈫に発送します。Information ９.１

イ
ベ
ン
ト

く ら し の 情 報く ら し の 情 報 Information ９.１

子育て中のあなたへ －「ホームスタート」をはじめました－
家庭訪問型子育て支援

　子育てって一人じゃ大変・・・
　一人で子育てすることが多く、うちにこもりがち・・・
　子育てに戸惑ったり、つらいなと感じる時に、そばに誰かいてくれたら・・・
　こんな時に、「ホームスタート」を利用しませんか？
　ホームスタートは、子育て中のあなたをサポートします。

どなたでも気軽に

▶６歳以下のお子さんがいる家庭を訪問します。
▶利用は無料です。

あなたと一緒に

▶訪問は、週に１回２時間（４回程度）が目安です。
▶一緒にお話をしたり、育児をします。※ベビーシッターや家事代行はできません。
▶具体的に何をするかは、調整役のオーガナイザーとあなたが一緒に決めます。

安心サポート

▶訪問するホームビジターは、養成講座を受講した子育て経験者です。
▶訪問中に関わったプライバシーに関する情報は個人情報として慎重に扱い、秘密は厳守されます。

うまくいかない時は、誰にでもあるものです。
こんな時には、是非気軽にご連絡ください。

みんなで
に手を振ろう！

　ＪＲＫＹＵＳＨＵ ＳＷＥＥＴ ＴＲＡＩＮ「或る列車」の運行開始
にあたり、列車に向かって旗を振っていただき、お客さまをお出迎
えしたいと思います。
　日田らしいおもてなしでお出迎えしましょう。
　皆さまのご協力をお願いします。

■日田駅到着時間…午後０時 ７ 分
■日田駅出発時間…午後２時48分
■運行日…下記カレンダーのとおり

Design & Illustration by Eiji Mitooka 
+ Don Design Associates

日田駅には、ＪＲＫＹＵＳＨＵ ＳＷＥ
ＥＴ ＴＲＡＩＮ「或る列車」の列車デ
ザインを手がけた、水戸岡鋭治氏がデザ
インした手旗を用意しています。

問（一社）日田市観光協会　☎㉒２０３６
　観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

問チャイルドプラザ☎㉕５３００
　ホームスタート アウローラ☎０８０-６４４９-２７７０
　こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）
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「広報ひた」１日記者体験
子供たちが記者になって、市内の施設を紹介。

　市では、子供たちの目線で日田市のことを皆さんに知ってもらおうと、８月７日、「広報ひた」
１日記者を実施しました。「日田市にはどんな施設があるの？」そんな疑問を持った小学生20人が５
つのグループに分かれ、取材したものを記事にまとめました。
　このページでは、１日記者が取材した内容や写真を基に日田市内の施設を紹介します。１日記者が
作成した記事は、市ホームページに掲載しています。

私たちが取材しました！

▲日田消防署コース
　若宮小学校６年生

▲ＫＣＶコース
　東渓小学校６年生

▲snow peak ＯＫＵＨＩＴＡコース
　朝日小学校６年生

◀咸宜園コース
　咸宜小学校
　４年生

博物館コース▶
　桂林・日隈小学校

　４・５年生

問情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の

人
た
ち
は
、
日
田
市
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
田

の
昔
の
こ
と
を
調
べ
て
い
ま
す
。

働
い
て
い
る
人
は
９
人
で
す
。

　
咸
宜
園
は
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
咸
宜
園
に
は
秋
風
庵
と
、
淡
窓

先
生
が
一
人

で
勉
強
し
て

い
た
と
こ
ろ

（ 

遠
思
楼 

）

が
、
今
で
も

残
っ
て
い
ま

す
。

日
田
に
あ
る
日
本
遺
産

　
日
本
遺
産
に
は
、
日
田
の
六
か

所
が
選
ば
れ
て
い
て
、
一
つ
目
は

咸
宜
園
。
咸
宜
園
は
日
本
遺
産
の

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
と
三
つ
目
は
、
廣
瀬
淡

窓
旧
宅
及
び
墓
、
四
つ
目
は
豆
田

町
、
五
つ
目
は
長
福
寺
本
堂
、
六

つ
目
は
桂
林
園
跡
で
す
。

　

　
ク
イ
ズ

答
え
は
最
後
に
あ
り
ま
す
。

問
題
１

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
働

い
て
い
る
人
は
何
人
で
し
ょ
う
。

問
題
２

日
本
遺
産
の
中
心
は
ど
こ
で
し
ょ

う
。

問
題
３

淡
窓
先
生
は
何
で
猫
を
た
く
さ
ん

飼
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

問
題
４

淡
窓
先
生
は
、
な
ぜ
暗
い
部
屋
に

本
を
置
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

問
題
５

淡
窓
先
生
は
、
何
人
兄
弟
で
し
ょ

う
か
。

　
答
え

①
９
人

②
咸
宜
園

③
ネ
ズ
ミ
が
本
を
か
じ
ら
な
い
よ

　
う
に
猫
を
飼
っ
た

④
太
陽
の
光
で
本
が
日
焼
け
を
し

　
な
い
よ
う
に

⑤
11
人
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
こ
と

◀秋風庵
（咸宜園跡）

髙
橋
慶
乃
介

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
い
ろ
ん
な
事
が

聞
け
て
、
淡
窓
先
生
の
家
、
勉
強
し

て
い
た
所
な
ど
の
古
い
建
物
に
も
い

っ
ぱ
い
入
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
実
際

に
見
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
歩
い
て
す

ご
く
疲
れ
た
け
ど
、
初
め
て
だ
っ
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

髙
橋
勇
乃
介

僕
は
咸
宜
園
に
行
っ
て
、
淡
窓
先

生
の
こ
と
や
、
咸
宜
園
の
こ
と
が

詳
し
く
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
遺

産
に
も
、
歩
い
て
行
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

日
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
知
れ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

安
部
怜
士

淡
窓
先
生
の
人
生
や
苦
し
み
や
嬉

し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
昔
の
知
恵
を
使
っ
た
り
し

て
、
い
ろ
ん
な
快
適
さ
、
大
切
な

も
の
を
守
る
た
め
の
工
夫
な
ど
と

て
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。
僕
も
い

っ
ぱ
い
知
恵
な
ど
を
使
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

永
瀬
芽
吹

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
周
っ
て
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

二
回
目
だ
っ
た
け
ど
、
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

咸
宜
園
コ
ー
ス

編集後記

◀桂林園跡
（桂林荘公園）

▲遠思楼
（咸宜園跡）

◀豆田町

◀廣瀬淡窓墓
（長生園）

◀咸宜園教育
　研究センター

◀長福寺本堂

い
ぶ
き

れ
い
じ
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編集後記 編集後記

　
私
た
ち
は
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
奥

日
田
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
は
、
椿
ヶ
鼻
ハ
イ
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。
空

気
が
き
れ
い
で
、
緑
豊
か
な
奥
日

田
に
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
用
品

　
　
　
　
　
　
の
販
売
・
貸
出
し

　
　
　
　
　
　
宿
泊
が
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
一
か
月

　
　
　
　
　
　
に
千
人
も
の
お
客

　
　
　
　
　
　
さ
ん
が
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
・
お
店
を
利
用
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
全
国
に
3
か
所
あ
り
ま
す
。

新
潟
、
大
阪
、
大
分
の
3
か
所
で

す
。
お
店
だ
け
だ
と
60
か
所
あ
る

そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
質
問
を
し
ま

し
た
。
ま
ず
一
つ

目
は
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
名
前
の

由
来
で
す
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
作

っ
た
人
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
す

る
時
、
新
潟
の

谷
川
岳
を
目
指

し
て
そ
の
谷
川

岳
に
雪
が
降
っ

て
い
て
そ
の
頂
上
が
ピ
ー
ク
と
い

い
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
で
す
。

　
次
に
、
な
ん
で
日
田
に
作
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
か
？
す
る
と
、

山
や
水
や
お
い
し
い
空
気
、
き
れ

い
な
水
が
あ
っ
て
そ
の
よ
う
な
所

で
ア
ウ
ト
ド
ア
や
キ
ャ
ン
プ
を
し

て
欲
し
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
、

日
田
を
ほ
め
て
も
ら
っ
て
い
る
よ

う
で
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
キ
ャ
ン
プ
に
来
る
人
は
日
田
の

人
の
方
が
多
い
で
す
か
？
と
聞
い

た
ら
、
全
国
や
海
外
か
ら
来
て
い

る
人
が
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
こ

と
を
聞
き
、
日
田
の
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
も
っ
と
世
界
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
若
松
店
長
に
、
働
い
て

良
か
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

・
お
客
さ
ん
の
楽
し
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
景
色
が
き
れ
い
な
こ
と
。

だ
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、
自

然
保
護
活
動
に
加
盟
し
て
い
ま
す

自
然
を
守
る
事
で
、
自
分
た
ち
の

生
活
が
守
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
福
岡
か
ら
来
て
い
た

家
族
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま

し
た
。

「
す
ず
し
く
て
、
す

ご
し
や
す
い
し
、
虫

の
音
が
す
が
す
が
し

い
。
ま
た
機
会
が
あ

っ
た
ら
来
た
い
」
と

の
事
で
し
た
。

　　
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、
空
気
が
き

れ
い
だ
し
、
山
に
囲
ま
れ
て
い
て

自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
こ
に
来
て
、
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
ま
た
行
き
た
い
で
す
。
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
　
　
　
ス
ノ
ー

　
　
　
　
ピ
ー
ク
へ
　

　
　
　
　
来
て
ね
★

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
奥
日
田
コ
ー
ス

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
特
集
★

。

中
村
月
花

私
は
最
初
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
っ
て
何
？

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
今
日
の
取
材

で
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
取
材
も
写

真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
記
事
を
書
く
時
は
迷
っ

た
け
ど
、
無
事
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

梅
江
星
来

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
が
ど
ん
な
所
か
分

か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
質
問
を
い

っ
ぱ
い
し
た
り
し
て
、
ど
ん
な
キ

ャ
ン
プ
場
か
、
ど
ん
な
物
が
売
っ

て
い
る
か
と
か
い
ろ
ん
な
事
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
月
に

千
人
位
来
る
事
や
、
日
田
だ
け
じ

ゃ
な
く
、
外
国
や
日
本
全
国
か
ら

来
る
と
い
う
事
で
す
。
ま
た
行
き

た
い
で
す
。

石
井
里
奈

１
日
記
者
に
な
っ
て
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。
店
の
中
や
外
を
カ
メ
ラ
で
撮

っ
た
り
し
て
難
し
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
と
楽
し
く
で
き
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

佐
藤
あ
か
ね

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、
自
然
に
囲
ま

れ
た
と
て
も
い
い
所
で
初
め
て
中

に
入
っ
た
時
、
き
れ
い
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
使
っ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
時
は
、
と
て

も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
本
当
に
記
者
に

な
っ
た
み
た
い
で
し
た
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
ま
た
来
た
い
で
す
。

　
日
田
市
に
は
、
二
つ
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
水
郷
テ
レ
ビ
で
二
つ

目
は
Ｋ
Ｃ
Ｖ
で
す
。
私
た
ち
は
二

つ
目
の
Ｋ
Ｃ
Ｖ
に
取
材
に
行
き
ま

し
た
。

　
最
初
に
課
長
の
川
浪
鋭
司
さ
ん

が
私
た
ち
に
会
社
の
こ
と
な
ど
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
Ｋ
Ｃ
Ｖ
の
名
前
の
由
来
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
ケ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
　
九
州

　　　
Ｋ
Ｃ
Ｖ
の
ひ
た
放
送
に
は
、
地

域
の
ニ
ュ
ー
ス
や
き
ん
ろ
く
ス
タ

ジ
オ
、
選
挙
速
報
、
花
火
中
継
な

ど
が
あ
り
ま
す
。 

　

　
台
風
の
時
に
は
、
少
し
で
も
早

く
命
を
守
る
情
報
を
市
民
の
み
な

さ
ん
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す 

　
課
長
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
テ

レ
ビ
で
心
が
け
て
い
る
事
は
、
正

確
に
・
わ
か
り
や
す
く
・
で
き
る

だ
け
早
く
伝
え
る
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
。 

　

　
こ
の
よ
う
に
Ｋ
Ｃ
Ｖ
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
役
に
立
つ
情
報
を

日
田
市
全
域
に
発
信
し
て
い
る
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
す
。

　
い
よ
い
よ
、
体
で
実
感
！
体
験

し
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
画
面
を
切
り
替
え

る
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
た
。
押
す

と
画
面
が
変
わ
る
の
で
と
て
も
不

思
議
に
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
無

人
カ
メ
ラ
と
い
っ
て
カ
メ
ラ
に
人

が
い
な
く
て
も
勝
手
に
動
か
せ
る

機
械
で
す
。

　
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
出
演
者
の
机

や
い
す
に
座
っ
て
み
た
り
、
テ
レ

ビ
に
出
て
い
る
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
途
中
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
人
が
来
て
仕
事
内
容
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
見
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
取
材
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
分
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。

　
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

明
る
い 
楽
し
い 

Ｋ
Ｃ
Ｖ

平
川
こ
よ
み

い
ろ
い
ろ
な
機
械
に
さ
わ
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
。
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
す
る
の
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
課
長
も
優
し
く

て
、
明
る
く
、
メ
モ
を
取
る
と
き
ゆ

っ
く
り
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
気
分
に
な
れ
ま
し
た
。
ま
た
行
き

た
い
で
す
。

戸
田
有
里
咲

今
回
Ｋ
Ｃ
Ｖ
を
取
材
し
て
、
心
に

残
っ
た
こ
と
は
社
員
の
み
な
さ
ん

が
と
て
も
明
る
か
っ
た
こ
と
で

す
。
楽
し
く
取
材
で
き
た
し
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
面
白
か
っ
た
の

で
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

梶
原
咲
紀

私
は
二
度
目
の
テ
レ
ビ
局
で
し
た

が
自
分
の
町
の
出
来
事
を
ど
こ
の

局
よ
り
も
速
く
教
え
て
く
れ
る
局

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
Ｋ
Ｃ
Ｖ
を

見
て
い
き
た
い
で
す
。
あ
と
課
長

さ
ん
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
も
優
し
か
っ
た
で
す
。

高
瀬
陽
菜

今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
最
初
は
ち
ゃ

ん
と
記
事
を
書
け
る
か
な
と
思
っ

て
い
た
け
ど
上
手
に
書
け
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
参
加
し
た

い
で
す
。

Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ー
ス

Ｋ Ｃ Ｖ
↓ ↓ ↓

話をしてくれた川浪課長（左）
カメラマンの千原さん（右）

スイッチャーで画面
の切り替えをします

カメラをあつかいました

アナウンサーの人に
質問をしました

。

若松店長に
インタビュー！

、

る
　
か

ひ
　
な

あ  

り  

さ

せ
　
ら

り
い
な

。
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編集後記

宮
﨑
優
樹

昆
虫
な
ど
の
ひ
ょ
う
本
を
見
て
、
す

ご
か
っ
た
し
、
ぼ
く
の
き
ら
い
な
ち

ょ
う
や
ガ
が
あ
っ
た
の
で
こ
わ
か
っ

た
で
す
。
で
も
楽
し
か
っ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

宮
﨑
智
貴

１
日
記
者
に
な
れ
て
、
ど
ん
な
生

き
物
が
い
る
の
か
分
か
り
ま
し

た
。
ぼ
く
の
一
番
い
ん
し
ょ
う
に

の
こ
っ
た
の
は
空
気
で
作
る
空
気

ほ
う
で
す
。
作
り
方
は
簡
単
と
思

っ
た
け
ど
、
作
っ
て
み
た
ら
二
人

の
方
が
作
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

記
事
を
書
く
の
は
む
ず
か
し
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。

春
口 

肇

僕
は
初
め
て
取
材
に
行
っ
た
け
れ

ど
、
メ
モ
が
う
ま
く
と
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
。

千
原
颯
心

い
ろ
ん
な
生
き
物
に
エ
サ
を
や
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

や
っ
て
み
よ
う
！

★
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
作
り
方

スッポンの甲ら風船

作っているところナマズ

そ
う
し
ん

①フィルムケースに穴をあける
　ケースの底面の真ん中にキリで穴を開ける
②フィルムケースのふたに穴をあけ、
　風船を取りつける
③ＣＤにフィルムケースを貼る
④風船をふくらませてかぶせると…
　どうなるのか？！やってみよう！

　
博
物
館
の
玄
関
に
は
、
ク
サ
ガ

　
　
　
　
　
　
メ
や
ス
ッ
ポ
ン
な

　
　
　
　
　
　
ど
亀
が
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
魚
コ
ー
ナ
ー
に

　
　
　
　
　
　
行
く
と
、
魚
が
三

十
種
類
ほ
ど
い
ま
し
た
。
エ
サ
を

あ
げ
ま
し
た
。
オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
と
ウ

ナ
ギ
が
エ
サ
を
取
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　
一
階
に
は
、
他
に
自
然
史
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
岩
石
や
化
石

　
　
　
　
　
　
を
見
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。
水
晶
も

　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
し
た
。
市

　
　
　
　
　
　
内
で
と
れ
る
そ
う

　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
二
階
に
は
、
昆
虫
の
標
本
収
蔵

庫
が
あ
り
ま
す
。
４
人
で
カ
ブ
ト

ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
標
本
を

探
す
と
三
つ
見
つ
か
り
ま
し
た
。

大
き
い
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま

で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で

科
学
実
験
教
室
に
参
加
し
ま
し
た

　
梶
原
先
生
が
ミ
ニ
空
気
ほ
う
の

　
　
　
　
　
　
作
り
方
を
教
え
て

　
　
　
　
　
　
く
れ
ま
し
た
。
空

　
　
　
　
　
　
気
ほ
う
は
、
圧
力

　
　
　
　
　
　
で
空
気
が
出
る
も

の
で
す
。
空
気
ほ
う
で
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
飛
ば
す
的
当
て

ゲ
ー
ム
も
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作

り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｄ
と
フ
ィ
ル
ム
ケ

ー
ス
で
作
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
身

近
な
物
を
使
っ
て
で
き
る
遊
び
だ

そ
う
で
す
。

　
取
材
し
て
分
か
っ
た
事
は
、
博

物
館
で
は
地
域
の
生
き
物
を
紹
介

し
た
り
、
標
本
を
保
管
す
る
と
い

う
の
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す

や
っ
て
み
よ
う
！

★
空
気
ほ
う
の
作
り
方

　
　
　

博
物
館
コ
ー
ス

博
物
館
体
験
記

。

博物館の
行時さん

梶原先生

①ペットボトルの底を切る
②風船を切る
　風船の丸くなっている部分を使う
③ペットボトルに風船をかぶせる
　ペットボトルの底の部分に風船をかぶせる
④風船を固定
　ビニールテープで巻いてしっかり固定
⑤完成！

。。

編集後記

　
私
た
ち
は
日
田
消
防
署
に
取
材

に
行
き
ま
し
た
。
日
田
消
防
署
の

武
石
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て

消
防
署
の
中
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
外
の
八
台

の
車
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
一
台

目
は
、
は
し
ご
車
を

見
ま
し
た
。
は
し
ご

は
、
最
大
で
高
さ
三

十
五
メ
ー
ト
ル
で
、
取
り
残
さ
れ

て
い
る
人
を
救
助
す
る
時
に
使
わ

れ
ま
す
。
二
台
目
は
、
ポ
ン
プ
車

で
す
。
ポ
ン
プ
車
は
川
や
池
、
消

火
栓
か
ら
水
を
送
っ
た
り
、
使
っ

た
り
し
ま
す
。
三
台
目
は
、
タ
ン

ク
車
で
す
。
主
に
山
火
事
な
ど
で

使
わ
れ
て
九
百
リ
ッ
ト
ル
の
水
を

積
ん
で
い
ま
す
。
四
台
目
は
、
化

学
車
で
す
。
水
を
千
八
百
リ
ッ
ト

ル
積
ん
で
い
て
、
油
の
火
事
は
水

で
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

石
け
ん
の
よ
う
な
液
の
泡
で
お
お

い
消
す
こ
と
の
で
き
る
車
で
す
。

五
台
目
は
救
助
工
作
車
で
す
。
救

助
隊
が
乗
っ
て
い
く
車
で
す
。
交

通
事
故
や
地
震
な
ど
で
は
さ
ま
れ

た
人
を
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
使
っ
て

救
助
す
る
こ
と
の
で
き
る
車
で
す

六
台
目
の
救
急
車
は
、

日
田
消
防
署
に
三
台

あ
り
ま
す
。
け
が
や

病
気
の
人
を
速
く
病

院
に
連
れ
て
い
き
ま

す
。
は
し
ご
車
な
ど

の
、
大
き
な
車
は
何
億
円
も
す
る

そ
う
で
す
。

　
次
に
待
機
室
で
は

今
日
一
日
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
日
の

通
行
止
め
の
場
所
な

ど
を
確
認
し
て
い
ま

し
た
。

　
通
信
指
令
室
で
は
梶
原
さ
ん
が

い
ろ
い
ろ
な
説
明
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
八
月
一
日
か
ら
私
た
ち
が

行
っ
た
八
月
七
日
ま
で
の
七
日
間

で
、
火
災
の
出
場
が
三
件
、
救
急

の
出
場
が
九
十
四
件
で
救
助
の
出

場
が
一
件
、
１
１
９
番
へ
の
電
話

が
百
三
十
七
件
あ
り
ま
し
た
。

　
１
１
０
番
と
間
違
え
た
り
、
途

中
で
断
り
の
電
話
が
入
っ
て
き
た

り
し
て
、
カ
ウ
ン
ト
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
が
取
材
を
し
て
い
る
と

き
、
救
急
車
の
出
場
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
急
い
で

防
護
服
を
着
て
、
救
急
車
の
出
る

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
て
目
的
地
に

行
き
ま
し
た
。

　
救
急
車
の
中
を
用

松
さ
ん
と
武
石
さ
ん

に
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
救
急
車
の

中
に
あ
る
ベ
ッ
ト
の

よ
う
な
人
を
運
ぶ
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
実
際
に
唯
さ
ん

が
乗
り
ま
し
た
。
寝
て
、
布
を
か

け
て
ベ
ル
ト
を
し
て
、
救
急
車
に

乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
救
急
車
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

器
具
が
あ
り
ま
し
た
。
消
防
署
に

は
玖
珠
と
全
部
を
合
わ
せ
て
百
十

二
人
い
る
そ
う
で
す
。
勤
務
は
朝

八
時
半
か
ら
次
の
日
の
朝
八
時
半

ま
で
で
す
。
一
年
に
百
三
十
回
も

泊
ま
る
そ
う
で
す
。

　
消
防
署
に
取
材
に
行
っ
て
、
消

防
隊
の
忙
し
さ
や
車
に
つ
い
て
と

色
々
な
仕
事
が
わ
か
っ
て
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

日
田
消
防
署
コ
ー
ス

み
ん
な
の
命
を
守
る
消
防
隊
！

川
﨑
奏
奈
　

消
防
署
を
取
材
し
て
、
武
石
さ
ん
や

用
松
さ
ん
が
、
消
防
車
や
救
急
車
に

実
際
に
乗
っ
て
、
て
い
ね
い
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
し
、
道
具
も
持
た
せ

て
く
だ
さ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
消
防
署
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で

命
が
救
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て

分
か
り
ま
し
た
。

内
野
美
咲

隊
員
の
方
の
話
や
消
防
長
さ
ん
の

話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
メ
モ
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
消

防
署
に
行
っ
て
実
際
に
体
験
な
ど

が
で
き
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

新
田 

唯

消
防
署
を
見
学
し
て
、
ど
の
よ
う

に
救
助
を
し
て
い
る
の
か
や
、
実

際
に
乗
っ
て
み
て
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
べ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

結
城
菜
月
子

消
防
車
の
中
の
物
を
持
っ
て
み
た

り
、
実
際
に
車
に
乗
っ
て
み
た
り

し
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
取
材

し
て
み
て
24
時
間
ず
っ
と
忙
し
そ

う
で
し
た
。
取
材
し
て
い
る
時

も
、
救
急
車
が
出
て
い
く
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
体
験
し

て
み
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
知

れ
ま
し
た
。

。

な   

つ   

こ

か
　
な
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

鎧の巨人　進撃の巨人ねぶた
　８月１日から30日まで、パトリア日田におい
て、「鎧の巨人 進撃の巨人ねぶた」が展示され
た。この「ねぶた」は、日田市観光協会の依頼
を受け、十年超にわたり各種イベント等で「ね
ぶた」の製作と展示を行っている「ひょうたん
工房 日田」の皆さんが、大分県立美術館の「進
撃の巨人展」にあわせて、地元でも何かできな
いかと考え、約２か月間かけて作成したもの。
「進撃の巨人ねぶた」以外にも、巨人の顔の巨
大バルーンや、垂れ幕等も展示されていた。
　展示期間中、「進撃の巨人」ファンはもとよ
り、地元の有志で作成された「ねぶた」を一目
見ようと、多くの人で賑わっていた。
　

志を立て　夢に向かう
　咸宜園門下生で後に首相となった、山鹿市出身の
清浦奎吾が大志を抱いて咸宜園を目指して歩いた
道。その道のりを同市の小学生が体験する「立志の
道を歩こう」の一行が、７月23日に咸宜園に到着し
た。咸宜小で行われた歓迎・交流会では、参加児童
代表の来民小学校の小佐々夕輝さんが「自分にでき
ることを頑張って夢に近づきたい」と挨拶した。

２年連続６度目の出場
　県予選の大会で優勝し、第35回全日本バレーボール
小学生大会全国大会出場を決めた日田ファイヤーキッ
ズクラブの選手が７月21日、市長報告に訪れた。
　主将の熊谷航さんは「苦しい場面でも最後の一点
まであきらめず、感謝の気持ちでプレーしたい」と
力強く挨拶。市長は「一つでも上を目指し、粘り強
いバレーをしてください」と激励した。

こ さ ざ    ゆうき

或る列車
　ＪＲ九州の新しい観光列車ＪＲＫＹＵＳＨＵ　Ｓ
ＷＥＥＴ　ＴＲＡＩＮ「或る列車」の運行が８月８
日に開始した。この列車は大分駅と日田駅を10月
12日までの間、１日１往復（不定期）運行される
もの。初日のこの日は歓迎イベントが開催され、一
日駅長のたんそうさんを始め日田駅にはたくさんの
市民や鉄道愛好家が集まり、列車を出迎えた。

科学を身近に感じて　
　「ひた科学の遊び実験フェスタ」が８月８日、パ
トリア日田で開催された。このイベントは小・中学校
と高校の理科・科学を担当する教師が組織する実行委
員会が主催したもので、今年で７回目を数える。
 会場では参加した多くの児童や小学生などが、身
近な道具を使って様々な科学の原理を利用した実験
に目を輝かせていた。

切れ目のない支援を
　８月９日、パトリア日田で、子ども・子育て講演
会が開催された。ひたっ子の健やかな成長のため
に、これから何をすべきか、子ども・子育て新制度
の全体概要と放課後児童クラブの基準や運営指針等
について、淑徳大学教授の柏女霊峰氏により講演が
あった。妊娠、出産期から学童期に至るまでの切れ
目のない支援が必要となってくると語った。

かしわめれいほう

中津江振興局移転
　８月１日に中津江振興局・中津江公民館・消防団
中津江方面団本部詰め所が旧中津江小学校跡地に移
転し、その開所式が８月18日、関係者約100人が
集まる中、執り行われた。
　開所式の前にはなかつえ保育園の園児６人による
元気いっぱいの踊りが披露された。
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新刊情報

　
今
月
は
、
読
書
活
動
の
推
進
と
し

て
、
図
書
館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

古
文
書
講
読
会
、
白
萩
句
会
、
つ
く

し
俳
句
会
、
と
も
し
び
読
書
会
、
朗
読

を
楽
し
む
会
の
皆
さ
ん
で
す
。
月
に
１

〜
２
回
の
活
動
を
行
い
、
皆
さ
ん
和
気

あ
い
あ
い
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
会
に
参
加
希
望
の
人
や
、
ま
ず
は
見

学
を
し
て
み
た
い
と
い
う
人
は
淡
窓
図

書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
好
き
!
図
書
館

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前１０時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

星球
中澤日菜子／著
講談社
　
　恋愛戯曲で注目の女子
大生劇作家は、筋金入り
の“未恋”女子。そんな彼
女がリアルに恋をした。
でも想いは告げられないまま時が過ぎ…。恋
する人、恋を待つ人にエールを送る６つの恋
愛物語。

アーチー・グリーンと
魔法図書館の謎
D.D.エヴェレスト／著
こだまともこ／訳
石津昌嗣／画
あすなろ書房

　12歳の誕生日。アー
チーに届けられた謎の小包。それは、イングランドで
最も古い法律事務所に、400年前に預けられたものだ
った。この小包には、奇妙なメッセージが…。
　「恐怖の書」をめぐる謎解き冒険物語。

台風や大雨に備えてください！
　台風は一年間に平均して25～26個発生し、そのう
ち３個程度が日本に上陸しています。
　今年も11月頃までは台風の発生が予想されます。ま
た、最近は前線の通過に伴う大雨による災害が全国各
地で発生しています。
　しかし、警報などの防災気象情報によって、早めの
備えをすることで被害を未然に防いだり、軽減するこ
とができます。テレビやラジオなどの気象情報に十分
注意してください。台風や大雨の危険が近づいている
というニュースや気象情報を見たり聞いたりしたら、
災害への備えをもう一度確認しましょう。

【家の外の備え】
・窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補

強する。
・側溝や排水口は掃除

して水はけを良くし
ておく。

・風で飛ばされそうな
物は固定したり、家
の中に移動する。

※必ず、大雨が降る前、風
が強くなる前に行いまし
ょう。

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）
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９月の休館日（○…休館日）

古文書講読会
毎月第１火曜日
午後１時30分～３時30分

ともしび読書会
毎月最終水曜日
午前10時30分～正午

白萩句会
毎月第３土曜日
午前10時～正午

つくし俳句会
毎月第２火曜日
午後１時～３時30分

朗読を楽しむ会
毎月第１・３水曜日
午後１時30分～３時

「走る原発」エコカー
上岡直見／著
コモンズ

　燃料電池車の燃料・水
素は高温ガス炉という原
子炉で製造される。電気
自動車やプラグインハイ
ブリッド車の普及は、電気の大量利用＝原発
の促進につながる…。
　エコカーの名の下で進む原発延命策を論理
的に批判する。

おいでよ！おはなし会
９月12日㈯　午後３時～４時
９月26日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

インターネット回答インターネット回答
　皆様の記入負担の軽減と利便性の向上を図るため､インターネット回答を推進してい
ます。パソコン・タブレット・スマートフォンから回答できる「スマート国勢調査」に
ご協力よろしくお願いします。

スマート国勢調査！

インターネット回答期間：９月10日㈭～20日㈰

インターネットで回答できる「スマート国勢調査」のポイント

※インターネットで回答されなかった世帯には、後日、調査員が紙の調査票をお配りします。

　仕事で帰宅する時間が遅くなったり、日中不在がちにすることの多い世帯であっても、
期間中は、いつでもお好きな時間に回答できます。

　インターネットで回答された世帯には、紙の調査票の提出が不要となるため、調査員の
訪問はありません。

　不正なアクセスなどの監視を24時間行っていますので、回答データは厳重に守られます。

　インターネット回答コーナーを設置します！
　９月10日から下記のとおりインターネット回答コーナーを設置します。調査員が配布する青色の封筒をご持参い
ただければ、無料で回答ができます。パソコン・スマートフォン等を持っていない人、操作方法が不明な人は、是非
ご利用ください。
■とき　　９月10日㈭～20日㈰　午前８時30分～午後８時（振興局は午後５時まで）※土･日曜日含む。
■ところ　市役所７階中会議室及び各振興局（振興センターには設置していません）
■持参物　調査員が配布する青色の封筒（「インターネット回答の利用者情報」）

問情報統計課情報・統計係☎㉒８２６０（市役所６階）
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成27年７月31日現在） 

■人口　
　68,661人
　（前月比－61人）
・男　32,482人
・女　36,179人
■世帯数
　27,139世帯

　★わくわく制作
　（敬老の日のプレゼント作り）
　９日㈬・10日㈭　午前11時～
　★チャレンジキッズ
　（敬老の日のプレゼント作り）
　９日㈬　午後３時30分～
　３Ｂ体操
　15日㈫　午前11時～
　療育授業
　（音あそび）
　25日㈮　午前11時～

午前９時～午後５時30分
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象

小

乳 …乳幼児対象 H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ９
　11月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。10月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877‐8601（住所記載不要）情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

ち か
髙瀬千佳ちゃん
（１歳・中本町）

ゆうた
𠮷𠮷𠮷𠮷ちゃん
（１歳・三本松２丁目）

ゆうと
小関友登ちゃん
（１歳・天瀬町合田）

そうま
𠮷𠮷𠮷𠮷ちゃん
（１歳・山田町）

いぶき
伊藤 颯ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

る い
熊谷瑠愛ちゃん
（１歳・清水町）

谷口煌汰ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

清水ひまりちゃん
（１歳・石井町２丁目）

なつき
衞藤菜樹ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

あおい
久積 葵ちゃん
（１歳・大山町西大山）

はると
日隈晴斗ちゃん
（１歳・城町１丁目）

けんご

とうま
岡部燈真ちゃん
（１歳・城内新町）

このか
渡邉心架ちゃん
（１歳・新治町）

と ぐ さ
日野登弘佐ちゃん
（２歳・淡窓１丁目）

ひなた
田中 陽ちゃん
（１歳・藤山町）

ゆ な

穴井快季ちゃん
（１歳・亀川町）

よしき

冷川結梛ちゃん
（３歳・殿町）

子育てを応援します！
じどうかん・支援施設　９月の主な催し

天瀬児童館　☎�８９２２

●敬老の日のプレゼント作り
　　15日㈫～19日㈯　
　　午前10時30分～
　　15日㈫～18日㈮　午後４時～
　　19日㈯　午前10時30分～
●チャレンジ制作
　22日㈷・23日㈷　午前10時30分～　
●避難訓練　
　26日㈯　午前10時30分～

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎�２９０１

　ビーズ工作
　12日㈯　午前10時30分～
●敬老の日のプレゼント作り
　　16日㈬　午前10時30分～
　　19日㈯　午前10時30分～　
　すくすく相談
　17日㈭　午前10時～　

まえつえ子育て支援施設　☎�２４０９

●せいまお兄さんと遊ぼう！
　８日㈫　午前10時～11時　
●ランチｄａｙ
　17日㈭　午前10時～
●おしゃべりタイム
　28日㈪　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★スクラップブッキング
　10日㈭　午前９時45分～正午
●お誕生会
　25日㈮　午前11時～
★トッポンチーノワークショップ
　26日㈯　
　午後０時30分～３時30分
　参加費500円　
　別途材料費5,950円
　（電話予約可）

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★カレンダー作り
　14日㈪　午前11時～
★作って遊ぼう
（ひっくりカエル）
　16日㈬　午前11時～
●身体計測
　17日㈭　午前11時～正午
●お誕生会
　28日㈪　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。

午前10時～午後６時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★敬老の日のプレゼント作り
　８日㈫　午前9時30分～正午
★試食会
　16日㈬　午前11時15分～正午
★親子クッキング
　世代間交流で厚生保護女性会
「ひまわり会」の人と月見団
子を作ります。
　18日㈮
　午前10時～午後０時30分
　　　　　　　　

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎�２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

元気な日田っ子集まれ！

乳

小

乳

こうた

乳

小

小

長谷部紗蘭ちゃん
（２歳・中尾町）

㓛能姫愛ちゃん
（２歳・港町）

𠮷𠮷𠮷𠮷ちゃん
（３歳・城内新町）

乳

乳

乳

ひ な さ ら
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日田市版「地方創生」の取り組み③

自然増減について（出生数－死亡数）

　出生数は、1981（昭和56）年の1,060人から、減
少傾向で推移し、2014（平成26）年には482人とな
っています。一方、死亡数は、1981年の681人から
微増傾向で推移し、2014年には、931人となってお
り、1998（平成10）年以降は死亡数が出生数を上
回る自然減となっています。

　日田市版総合戦略を策定するための基礎となる、「人口ビジョン（たたき台）」を作成し
ました。この「人口ビジョン（たたき台）」は、市の人口の現状や、将来の展望などをまと
めたものです。詳しくは、10月１日号の「広報ひた」でご紹介いたします。また、市ホーム
ページで現在掲載をしております。
　今回はその中でも、人口減少の要因として考えられる「自然増減」と「社会増減」の分析
結果をお知らせします。

社会増減について（転入者数－転出者数）

　転入数・転出数は共に、減少傾向で推移してお
り、転入数は、1981（昭和56）年の3,512人から
2014（平成26）年には1,873人、転出数は、1981
年の3,993人から2014年には2,286人となってお
り、毎年、転出数が転入数を上回る社会減となって
います。

日田市版「人口ビジョン（たたき台）」を作成しました

人口減少に歯止めをかけるには
　「自然増減」ではいかに出生数を増やすか、「社会増減」ではいかに転入者を増やし転出者を減らすかが課題で
あり、これらの課題に対応した具体的な施策の検討が必要となります。

問企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

市ホームページ地方創生の取組▶

市
長
コ
ラ
ム
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1998年から人口が増加する
要因がなくなったんだ。出生数、死亡数、転入数及び転出数の推移
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　今
年
も
市
内
全
地
区
で
「
地
方
創
生
」
を
テ
ー
マ
に

「
出
前
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
と
違
い
テ

ー
マ
を
持
っ
た
懇
談
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
課
題

の
違
い
に
よ
っ
て
、
捉
え
方
の
違
う
多
く
の
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
日
田
市
の
圏
域
の
広
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

　「
地
方
創
生
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
未
来
を

予
測
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
へ
の
対
応
と
対
策
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
決
断
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　し
か
し
今
回
、
各
懇
談
会
に
参
加
す
る
中
で
い
た
だ
い

た
、
あ
る
市
民
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
「
あ
ん
た
ら
市

役
所
は
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
と
言
う
け
れ
ど
、
み
ん

な
で
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
、
ど
れ
も
が
人
任
せ
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
言
っ
て
も
、
他

の
事
例
を
勉
強
す
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
自
分
で
考
え

リ
ス
ク
を
負
う
覚
悟
を
持
ち
、
み
ん
な
で
は
な
く
自
分
か
ら

始
め
る
覚
悟
が
必
要
じ
ゃ
な
い
の
か
。
そ
の
こ
と
も
併
せ
て

議
論
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と
。
耳
の
痛
い
お
話
で
す
が
、
併

せ
て
と
て
も
心
強
い
言
葉
だ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　平
成
24
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
よ
く
耳
に
す
る
「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
あ
ま
り
に

も
行
政
だ
け
が
全
面
に
出
す
ぎ
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々

の
意
見
や
積
極
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
日

田
市
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
す
。
今
後
も
行
政
と
住
民

と
の
垣
根
は
低
く
、
皆
さ
ん
の
持
つ
知
恵
と
発
想
で
自
ら

が
参
加
し
改
革
し
て
い
く
「
街
」
が
、
住
民
に
と
っ
て
住

み
や
す
い
町
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　10
年
先
の
将
来
を
予
測
し
、
価
値
あ
る
街
を
創
る
た
め

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　共
に
汗
を
か
き
、
知
恵
を
絞
り
「
地
域
力
日
本
一
の
市

民
の
住
む
町
」
を
目
指
し
て
。


